






かかみがはら百科＋　戦国の各務原かかみがはら百科＋　戦国の各務原

第３章　小牧・長久手の戦いと各務原
　

羽
柴
秀
吉
と
徳
川
家
康
・
織
田
信
雄
連

合
軍
と
の
戦
い
は
、「
小
牧
・
長
久
手
の

戦
い
」と
呼
ば
れ
、
天
正
12
年（
一
五
八
四
）

の
３
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
の
長
期
戦
で

し
た
。
こ
の
戦
い
に
お
い
て
秀
吉
は
、
木

曽
川
を
重
要
視
し
て
い
ま
し
た
。
秀
吉
は

池
田
恒
興
に
、
美
濃
金
山
か
ら
犬
山
の
間

に
船
を
集
め
さ
せ
、
水
運
を
掌
握
し
ま
す
。

そ
し
て
鵜
沼
と
犬
山
の
渡
し
に
軍
勢
を
置

い
て
、
前
線
へ
物
資
を
輸
送
さ
せ
て
い
ま

し
た
。

　

４
月
９
日
、
秀
吉
は
長
久
手
の
戦
い
に

敗
れ
、
味
方
の
池
田
恒
興
・
森
長
可
ら
を

討
死
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
後
の
秀

吉
軍
は
伊
勢
方
面
で
の
戦
い
に
は
勝
利
す

る
も
、
濃
尾
平
野
で
は
に
ら
み
合
い
が
続

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
秀
吉
自
身
は
前
線

を
家
臣
に
任
せ
て
た
び
た
び
移
動
し
、
何

度
か
大
坂
に
戻
っ
た
り
、
有
馬
温
泉
へ
湯

治
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

資
料
３
は
、
羽
柴
秀
吉
か
ら
伊
賀
に
い

る
家
臣
、
脇
坂
安
治
に
宛
て
た
朱
印
状
で

す
。
日
付
は
９
月
17
日
、
内
容
か
ら
天
正

12
年（
一
五
八
四
）の
も
の
で
あ
る
と
推
定

さ
れ
ま
す
。

　

文
書
の
内
容
は
、
徳
川
家
康
や
織
田
信

雄
と
の
交
渉
内
容
、
軍
勢
の
配
置
状
況
、

各
地
の
合
戦
で
の
勝
利
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。「
今
日
は
川
縁
の
大
豆
戸
に
陣

を
移
し
た
」と
い
う
記
述
も
あ
り
ま
す
。

大
豆
戸
と
は
現
各
務
原
市
前
渡
の
こ
と
で

す
。

　

大
豆
戸
に
は
、
矢
熊
山（
前
渡
不
動
山
）

　

と
い
う
見
張
り
台
と
し
て
は
申
し
分
な
い

山
が
あ
り
ま
す
。
現
在
も
山
頂
か
ら
は
、

小
牧
山
を
含
め
濃
尾
平
野
を
一
望
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す（
写
真
６
）。
秀
吉
が
小
牧
・

長
久
手
の
戦
い
の
中
で
陣
を
張
っ
た
場
所

は
、
岐
阜
、
鵜
沼
、
犬
山
、
楽
田
な
ど
で
す
。

い
ず
れ
も
濃
尾
平
野
が
一
望
で
き
る
城
や

山
、
人
家
が
多
く
集
ま
る
城
下
町
や
川
湊

が
あ
り
ま
す
。
敵
に
急
襲
さ
れ
な
い
よ
う

見
張
り
台
を
確
保
で
き
、
武
将
た
ち
の
宿

所
が
得
ら
れ
る
地
点
に
陣
を
張
っ
て
い
た

と
言
え
ま
す
。
見
張
り
台
と
な
る
山
が
あ

り
、
木
曽
川
の
渡
し
場
で
も
あ
っ
た
大
豆

戸
は
、
秀
吉
が
陣
を
張
る
に
ふ
さ
わ
し
い

場
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

秀
吉
布
陣
の
３
６
３
年
前
、
承
久
の
乱

に
お
い
て
、
後
鳥
羽
上
皇
に
味
方
す
る
京

方
軍
が
木
曽
川
を
防
衛
線
と
し
て
大
豆
戸

に
布
陣
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
地

の
戦
略
的
重
要
性
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

資
料
３
の
朱
印
状
を
含
む「
龍
野
神
社

旧
蔵
文
書
」は
、
二
〇
一
四
年
に
兵
庫
県

た
つ
の
市
が
旧
蔵
者
か
ら
購
入
し
、
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
に
よ
り
修
理
が
行
わ

れ
、
公
開
さ
れ
た
ば
か
り
の
古
文
書
群
で

す
。
今
後
も
全
国
各
地
で
発
見
さ
れ
た
古

文
書
か
ら
、
各
務
原
に
関
わ
る
情
報
が
得

ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
写真６　前渡不動山から小牧山を南に望む

　

由
緒
書
に
よ
る
と
坪
内
氏
は
、
先
祖
を

藤
原
鎌
足
に
発
す
る
富
樫
氏
の
流
れ
を
汲

む
一
族
で
あ
る
と
称
し
て
い
ま
す
。
歌
舞

伎
の『
勧
進
帳
』で
有
名
な
富
樫
左
衛
門
を

先
祖
と
し
、
戦
国
時
代
に
一
族
が
松
倉（
各

務
原
市
川
島
松
倉
町
）に
住
み
、
名
を
坪

内
に
改
め
た
こ
と
が
坪
内
氏
の
始
ま
り
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

坪
内
利
定（
一
五
三
九
〜
一
六
一
〇
）

は
織
田
信
長
に
仕
え
、
信
長
の
美
濃
攻
略

に
あ
た
っ
て
は
秀
吉
と
共
に
案
内
役
と
な

り
ま
し
た
。「
坪
内
文
書
」に
は
、
永
禄
８

年（
一
五
六
五
）の
信
長
や
秀
吉
か
ら
の
知

行
宛
行
状
や
、
鉄
砲
で
の
狩
猟
を
許
可
す

る
と
い
っ
た
内
容
の
も
の
が
含
ま
れ
て
お

り
、
坪
内
氏
へ
の
期
待
が
う
か
が
え
ま
す

（
資
料
４
）。
そ
の
後
も
利
定
は
、
鉄
砲
隊

を
率
い
、
自
ら
も
鉄
砲
を
撃
っ
て
、
浅
井

氏
、
本
願
寺
、
武
田
氏
と
の
戦
い
等
で
活

　

躍
し
ま
し
た
。

　

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
際
、
利
定
は

秀
吉
方
の
森
長
可
に
従
っ
て
戦
い
ま
し
た

が
、
息
子
家
定
は
家
康
に
味
方
し
て
小
折

城（
江
南
市
）に
入
り
ま
し
た
。
親
子
で
敵

味
方
に
分
か
れ
た
坪
内
氏
は
、
秀
吉
と
家

康
の
間
で
揺
れ
る
濃
尾
国
境
地
帯
の
武
士

団
を
象
徴
す
る
存
在
で
す
。

　

家
康
が
関
東
に
移
封
と
な
っ
た
際
、
坪

内
氏
は
一
族
で
家
康
に
従
い
、
利
定
と
そ

の
息
子
、
家
定
・
定
安（
資
料
５
）・
正
定
・

安
定
は
、
武
蔵
国
・
上
総
国
合
わ
せ
て
３

４
０
０
石
の
領
地
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

関
ヶ
原
の
戦
い
に
お
い
て
は
、
井
伊
直
政

隊
に
属
し
て
息
子
４
人
と
共
に
鉄
砲
隊
50

人
を
率
い
て
活
躍
し（
資
料
６
）、
親
子
５

人
合
わ
せ
て
各
務
郡
・
羽
栗
郡
に
６
５
３

３
石
の
領
地
を
与
え
ら
れ
、
旗
本
と
な
り

ま
し
た
。

　

坪
内
氏
が
ど
の
よ
う
に
鉄
砲
を
集
め
、

鉄
砲
隊
を
率
い
る
一
族
と
な
っ
た
の
か
は

　

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
由
緒
に
は
、
利

定
が
播
磨
で
の
合
戦
に
お
い
て
伊
賀
・
甲

賀
・
根
来
の
鉄
砲
隊
を
率
い
て
い
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
坪
内
氏
が
木
曽
川

の
水
運
を
活
用
し
て
近
畿
地
方
な
ど
各
地

と
交
流
を
持
ち
、
鉄
砲
を
入
手
し
て
い
た

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

資料４　織田信長判物（東京大学史料編纂所所蔵影写本）

１
．秀
吉
の
大
豆
戸
布
陣

２
．坪
内
氏
の
戦
国
時
代

資料３　羽柴秀吉朱印状（たつの市立龍野歴史文化資料館画像提供）資料５　坪内定安肖像画（個人蔵）

資料６　井伊直政隊に属し、首を持ち帰る坪内利定
（関ヶ原合戦図（井伊家伝来資料）（部分）　彦根城博物館所蔵　画像提供：彦根城博物館 /DNPartcom）

ま

ま
え

か
わ
み
な
と

と

め

ど

ど

が
し

も
り
な
が
よ
し

ね
ご
ろ



所有者の意向により画像を非表示にしています
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